
　「
生
徒
に
は
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
自

分
の
答
え
を
導
く
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
は
、

『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
』
の
実

現
が
不
可
欠
だ
と
感
じ
、
本
格
的
な
探
究

学
習
に
挑
戦
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
れ
ま
で
も
同
校
は
、
中
学
校
で
は
グ

ル
ー
プ
活
動
、
高
校
で
は
週
２
回
の
表
現

学
習
や
学
校
行
事
で
、
総
合
力
を
育
ん
で

き
た
。
た
だ
、
表
現
学
習
で
は
、
課
題
設

定
を
教
師
が
行
い
、
生
徒
が
そ
の
課
題
に

つ
い
て
探
究
し
、
そ
の
結
果
を
校
内
で
発

表
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、

総
合
力
を
十
分
に
高
め
ら
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
意
識
が
あ
っ

た
。

　
そ
こ
で
、
長
年
実
施
し
て
い
た
表
現
学

習
を
、
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
探

究
学
習
へ
と
発
展
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。

し
た
が
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
、
既

存
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
、
総
合
力
を
鍛
え

る
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
１
年
次
の
探
究
学
習
は
、
修
学
旅
行
の

事
前
学
習
と
し
て
、
1
月
か
ら
全
７
時
間

実
施
し
た
。
生
徒
は
６
〜
７
人
か
ら
成
る

グ
ル
ー
プ
で
、
沖
縄
の
基
地
問
題
を
テ
ー

マ
と
し
た
課
題
を
自
分
た
ち
で
設
定
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
収
集
を
行

い
、
課
題
に
対
す
る
考
え
を
ま
と
め
て
、

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
形
に
す
る

こ
と
で
、
探
究
学
習
の
進
め
方
を
一
通
り

経
験
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
新
聞

記
者
の
方
に
評
価
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。厳
し
い
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、

生
徒
は
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
他
者
評
価
が
、
生
徒
を
伸
ば
す

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
間

　
東
京
都
・
私
立
田
園
調
布
雙
葉
中
学
・

高
校
で
は
、
２
０
１
８
年
度
の
高
校
１
年

生
か
ら
、
全
校
体
制
で
の
探
究
学
習
を
始

め
た
。
同
学
年
か
ら
、「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
」
が
実
施
さ
れ
る
た
め
、
同
校
が

卒
業
時
の
生
徒
像
に
掲
げ
る
「
自
ら
の
能

力
に
気
づ
き
、
社
会
の
た
め
、
他
者
の
幸

せ
の
た
め
に
そ
の
力
を
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
人
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
生
徒
」
が

備
え
る
資
質
・
能
力
の
１
つ
と
し
て
掲
げ

る
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
課
題
解
決
力
や

主
体
的
行
動
力
と
い
っ
た
「
総
合
力
」
を
、

よ
り
強
化
し
て
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い

た
。
３
学
年
主
任
の
桜
井
吾
朗
先
生
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
18
年
９
月
、
学
年
会
と
進
路
学
習
指
導

部
が
連
携
し
、
探
究
学
習
の
内
容
の
検
討

を
始
め
た
。
表
現
学
習
に
お
け
る
課
題
を

踏
ま
え
、
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る

探
究
学
習
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
例
年
、
表
現
学
習
で
は
、
２
年
次
６
月

の
沖
縄
へ
の
修
学
旅
行
の
事
前
学
習
と
し

て
、
生
徒
は
沖
縄
の
基
地
問
題
に
詳
し
い

新
聞
記
者
の
講
演
を
聞
き
、
感
想
を
ま
と

め
て
い
た
。
探
究
学
習
に
お
い
て
も
、
修

学
旅
行
に
関
連
す
る
内
容
と
し
た
（
図
）。

進
路
学
習
指
導
部
長
の
小
林
潤
一
郎
先
生

は
、
当
時
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「
当
初
は
、
大
学
の
ゼ
ミ
の
よ
う
な
形

式
で
探
究
学
習
を
行
う
方
法
も
検
討
し
ま

社
会
で
求
め
ら
れ
る
総
合
力
を

育
む
た
め
、
探
究
学
習
を
開
始

探
究
学
習
の
ね
ら
い

既
存
の
活
動
を
生
か
し
て

２
年
間
の
計
画
を
立
て
る

探
究
学
習
の
工
夫

＊１　ベネッセの教材の１つで、実社会で必要な力を身につけるための探究実践のワザとコツが分かる教材。　＊２　ベネッセのアセスメントの 1 つで、問題発見・解決に必要な 3
つの思考力 ( 批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力 ) を選択式、記述・論述式、質問紙で多面的に測るテスト。

東
京
都
・
私
立
田
園
調
布
雙ふ

た

葉ば

中
学
・
高
校

既
存
の
活
動
を
生
か
し
、
全
校
体
制
で
多
様
な
視
点
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
ら
れ
る
機
会
を
創
出

東
京
都
・
私
立
田
園
調
布
雙
葉
中
学
・
高
校
は
、
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
表
現
学
習
を
、
２
年
間
の
体
系
的
な
探
究
学
習
へ
と
発
展
さ
せ
た
。
　
　
　
　
　
　

生
徒
主
体
の
活
動
と
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
学
年
会
、
進
路
学
習
指
導
部
、
外
部
組
織
の
三
者
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
場
を
設
け
、

全
校
体
制
で
探
究
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
が
特
徴
だ
。

事例1

実践校が語る
探究学習の推進のあり方

11高校版　臨時増刊号 2020 ◎ 予測困難な社会を生きる力を育む　探究学習　一歩前へ

0-01-J-22151-000 2020VIEW21 臨時増刊号 探究学習冊子 11 頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組

07/21
下村

色
校

08/03
松本千

再
念
校

08/11
引寺

再
々
念

08/11
引寺 − −/−

−
P11-14_view21-rinji-tgss.indd   11 2020/08/11   18:52



の
制
約
も
あ
り
、
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
が

新
聞
記
者
の
方
か
ら
評
価
を
し
て
も
ら
う

機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
、
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
」

（
桜
井
先
生
）

　
２
年
次
の
探
究
学
習
は
、
修
学
旅
行
後

の
９
月
か
ら
全
15
時
間
実
施
し
た
。
探

究
学
習
を
計
画
す
る
に
あ
た
り
、「
探
究

ナ
ビ
」（
＊
１
）
を
参
考
に
計
画
を
立
て
、

さ
ら
に
資
料
集
と
し
て
も
同
教
材
を
活
用

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
生
徒
が
個
々
の
関
心
に
沿
っ
て
主
体
的

に
探
究
で
き
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
の
人
数

は
最
大
３
人
と
し
、
個
人
探
究
で
も
可
と

し
た
。
課
題
は
、
修
学
旅
行
で
の
経
験
を

基
に
、
生
徒
に
自
由
に
設
定
さ
せ
る
こ
と

と
し
、調
査
手
法
も
生
徒
に
考
え
さ
せ
た
。

そ
し
て
、
11
月
末
の
中
間
発
表
を
経
て
、

翌
年
２
月
の
最
終
発
表
会
で
は
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
10
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

　　
２
年
次
の
探
究
学
習
は
、
１
年
次
に
お

い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
会
が
少
な

か
っ
た
反
省
か
ら
、そ
の
機
会
を
増
や
し
、

よ
り
深
く
探
究
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
施

し
た
。

　
ま
ず
、
探
究
学
習
で
育
ま
れ
る
能
力
を

測
定
す
る
た
め
、「GPS

-A
cadem

ic

」（
＊

２
）
を
導
入
。
さ
ら
に
合
計
で
44
に
も
上

る
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
た
め
、
支
援

が
行
き
届
く
よ
う
、
高
校
生
向
け
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
提
供
を
行
う
一
般

社
団
法
人
F
o
r
a
と
連
携
し
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
大
学
生
を
派
遣
し
て
も

ら
っ
た
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
定
期
的

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
生
徒
の
探
究
が
、
よ
り
深
ま
る
よ
う

に
し
た
。
学
年
会
の
教
師
、
進
路
学
習
指

導
部
の
教
師
、
大
学
生
が
、
３
人
１
組
と

な
り
、
担
当
グ
ル
ー
プ
の
進
捗
を
確
認
。

主
に
３
つ
の
方
法
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

行
っ
た
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
進
捗
確
認

　
各
グ
ル
ー
プ
で
探
究
学
習
の
概
要
を
ま

と
め
た
探
究
計
画
書
を
作
成
し
、Google 

classroom

（
＊
３
）で
担
当
教
師
に
提
出
。

学
年
会
と
進
路
学
習
指
導
部
の
教
師
、
大

学
生
が
、
探
究
計
画
書
に
改
善
点
や
質
問

を
記
入
し
た
（

　

Ｐ
．13
写
真
１
）。
中
間
発

表
後
の
修
正
案
も
同
様
に
提
出
さ
せ
、
三

者
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
た
。

第１部　探究学習を始める ─「総合的な探究の時間」での実践に向けて

＊３　教師による課題の管理をサポートするツールで、課題の出題と採点、フィードバックの提供などが可能。

多
様
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

生
徒
に
様
々
な
気
づ
き
を
促
す

2018年度入学生の探究学習のスケジュール図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　＊学校資料を基に編集部で作成。

1 ４ ９ 12
2019 2020

探究
活動

沖縄基地問題
７時間

アウトプット：ポスター
セッション形式で発表。
新 聞 記 者からフィード
バックを受ける。

６月
沖縄

修学旅行

沖縄
１時間

レビュー：修 学 旅
行の振り返りを行
い、どのような課
題を設定するか考
える。

沖縄　
14 時間

アウトプット：中間発表／大学生ファシリテーター
からフィードバックを受ける。最終発表会／新
聞記者などの社会人、保護者、在校生が参加。
ポスターセッション形式でプレゼンテーションを
行う。

評価 GPS
受験 振り返り１※ 振り返り２※ ※学年会・進路学習指導部による

東
京
都
・
私
立
田
園
調
布
雙
葉
中
学
・
高
校

◎
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
一
貫
教
育
を
行
う

女
子
校
。
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
基
盤
と
し
た
全
人

的
な
教
育
の
実
践
を
目
指
し
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
４
９(

昭
和
24)

年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
女
子
校

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
１
２
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

東
京
農
工
大
、
青
山
学
院
大
、  

慶
應
義
塾
大
、
順

天
堂
大
、
上
智
大
、
聖
心
女
子
大
、
多
摩
美
術
大
、

中
央
大
、
東
京
医
科
大
、
東
京
女
子
医
科
大
、
立

教
大
、
早
稲
田
大
、
金
沢
医
科
大
な
ど
に
合
格
。

◎U
R
L

　h
ttp

s://w
w
w
.d
en

en
ch

o
fu
fu
tab

a.
ed.jp/juniorandsenior/

１
学
年
担
任
、
進
路
学
習
指
導
部

刑
部
南
月
子

　　

お
さ
か
べ
・
な
つ
こ

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
理
科
。

３
学
年
担
任
、
進
路
学
習
指
導
部

工
内
栄
美
子
　

く
な
い
・
え
み
こ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

16
年
目
。
数
学
科
。

３
学
年
担
任
、
進
路
学
習
指
導
部

中
村
俊
雄
　

な
か
む
ら
・
と
し
お

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

12
年
目
。
国
語
科
。

３
学
年
担
任

中
澤
陽
二
　

な
か
ざ
わ
・
よ
う
じ

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

17
年
目
。
社
会
科
。

進
路
学
習
指
導
部

内
田
彩
耶
子
　

う
ち
だ
・
さ
や
こ

教
職
歴
4
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
図
書
館
司
書
。

進
路
学
習
指
導
部

富
岡
由
起
子
　

と
み
お
か
・
ゆ
き
こ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

26
年
目
。
英
語
科
。

３
学
年
主
任

桜
井
吾
朗
　

さ
く
ら
い
・
ご
ろ
う

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

14
年
目
。
英
語
科
。

進
路
学
習
指
導
部
長

小
林
潤
一
郎
　

こ
ば
や
し
・
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

19
年
目
。
情
報
科
。
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②
活
動
中
の
支
援

　
探
究
学
習
中
、
教
師
は
担
当
グ
ル
ー
プ

を
見
て
回
り
、
適
宜
、
声
を
か
け
た
。
３

学
年
担
任
の
中
村
俊
雄
先
生
は
、
生
徒
へ

の
指
導
は
難
し
か
っ
た
と
語
る
。

　「
探
究
学
習
の
指
導
経
験
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
た
め
、
何
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
れ

ば
よ
い
の
か
戸
惑
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
教

師
と
話
す
中
で
、
教
師
は
生
徒
に
知
識
を

与
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
を
伝
え
れ
ば
、生
徒
は
考
え
、

課
題
を
自
分
た
ち
な
り
に
深
め
て
く
れ
る

の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
大
学
生
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し

て
６
時
間
、
活
動
に
参
加
し
た
。
そ
の
時

の
様
子
を
、
３
学
年
担
任
の
工く

内な
い

栄
美
子

先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
生
徒
だ
け
で
は
気
づ
け
な
い
こ
と
を

が
深
ま
る
機
会
と
な
っ
た
。
３
学
年
担
任

の
中
澤
陽
二
先
生
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
中
間
発
表
で
は
、
多
く
の
グ
ル
ー
プ

が
、
調
べ
学
習
の
域
を
超
え
ら
れ
ず
、
探

究
の
深
ま
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
要
因
を
考
え
る
と
、『
沖

縄
の
珊
瑚
』『
沖
縄
の
自
然
』
と
い
っ
た
、

漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
グ
ル
ー
プ

が
多
く
、
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
課
題
を
探

究
し
た
い
の
か
ま
で
言
及
で
き
て
い
な
い

こ
と
に
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
」

　
週
１
回
実
施
し
て
い
た
進
路
学
習
指
導

部
と
学
年
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
も
同

様
の
課
題
が
上
が
り
、
小
林
先
生
と
桜
井

先
生
が
中
心
と
な
っ
て
話
し
合
い
、
生
徒

に
修
正
の
方
針
を
伝
え
た
。

　「
ま
ず
、
設
定
し
た
課
題
を
疑
問
形
で

表
現
す
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。
そ
う
す

れ
ば
、
疑
問
に
対
す
る
自
分
た
ち
の
結
論

を
必
然
的
に
導
け
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
文
献
の
引
用
の
仕
方
に
つ

い
て
説
明
し
、
根
拠
を
示
し
た
上
で
、
自

分
の
意
見
を
述
べ
る
よ
う
指
導
し
ま
し

た
」（
桜
井
先
生
）

　
さ
ら
に
、
説
得
力
の
あ
る
提
案
と
す
る

た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調
べ

た
２
次
デ
ー
タ
だ
け
に
頼
る
こ
と
を
避
け

る
よ
う
、
生
徒
に
伝
え
た
。

　「
２
次
デ
ー
タ
に
は
、
出
典
が
分
か
ら

ず
、信
憑
性
に
欠
け
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
論
拠
と
し
て
は
不
十
分
な
た

め
、
関
係
者
に
直
接
話
を
聞
い
た
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
り
す
る
な
ど
、
１

次
デ
ー
タ
の
収
集
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
」（
中
澤

先
生
）

　
進
路
学
習
指
導
部
の
内
田
彩さ

耶や

子こ

先
生

は
、
そ
れ
ら
の
指
導
を
き
っ
か
け
に
生
徒

の
意
識
が
変
わ
っ
た
と
語
る
。

　「
文
献
の
引
用
の
仕
方
な
ど
を
徹
底
し

た
こ
と
で
、
発
表
資
料
の
信
頼
性
が
高
ま

り
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
『
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
た
い
』
と
い
っ
た
相
談
を
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
生
徒
の
主
体
的
な
行
動

も
見
ら
れ
ま
し
た
」

　
ま
た
、
中
間
発
表
で
は
、
大
学
生
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
依
頼
。
そ
の
意
義
を

桜
井
先
生
は
こ
う
話
す
。

　「
最
終
発
表
会
に
向
け
て
内
容
を
見
直

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、
生

徒
は
最
終
発
表
会
ま
で
気
持
ち
を
切
ら
す

こ
と
な
く
、
課
題
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」

③
口
頭
試
問
　
　

　
中
間
発
表
後
、
各
グ
ル
ー
プ
の
修
正
の

方
向
性
を
確
認
す
る
た
め
、
口
頭
試
問
を

２
回
行
っ
た
。
２
回
目
は
、
新
た
な
気
づ

き
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
担
当
で
は
な
い
教

師
と
大
学
生
が
質
問
者
と
な
っ
た
。
１
学

年
担
任
の
刑お

さ
か

部べ

南な

月つ

子こ

先
生
は
、
次
の
よ

う
に
振
り
返
る
。

　「
生
徒
に
は
、『
あ
な
た
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
？
』『
社
会
に
何
を
伝
え
た
い
？
』

と
、
生
徒
自
身
の
考
え
を
引
き
出
す
問
い

を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
生
徒
は
、

き
れ
い
に
ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
等
身

大
の
言
葉
で
探
究
学
習
の
内
容
を
表
現
す

れ
ば
よ
い
と
気
づ
い
た
よ
う
で
す
」

　
生
徒
主
体
で
探
究
学
習
を
進
め
な
が
ら

も
、
準
備
段
階
か
ら
複
数
の
教
師
や
外
部

の
人
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
う
機
会

を
設
け
た
こ
と
が
、  

生
徒
の
主
体
性
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　
中
間
発
表
を
受
け
て
、
全
体
的
に
軌
道

修
正
す
べ
き
点
を
伝
え
た
こ
と
も
、
探
究

各グループで事前に探究計画書を作成し、Google Classroom
で担当教師に提出させた。教師などがフィードバックは行う
ものの、修正の方向性は生徒に委ねた。

最終発表会には、新聞記者２人、大学生、社会人も参加。
鋭い質問も相次いだが、それに応える生徒の姿はとても
うれしそうだったという。

課
題
設
定
の
見
直
し
に
よ
り
、

探
究
学
習
を
深
め
る

オンラインでの進捗確認写真１

最終発表会の様子写真２
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す
た
め
に
、
多
様
な
視
点
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
参
考

に
な
っ
た
よ
う
で
す
」

　
20
年
２
月
に
実
施
し
た
最
終
発
表
会

（
写
真
２
）
に
は
、
沖
縄
の
新
聞
記
者
や

東
京
在
住
の
沖
縄
出
身
者
、
大
学
生
、
保

護
者
、
在
校
生
な
ど
、
多
く
の
人
が
参
加

し
た
。刑
部
先
生
が
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

中
間
発
表
時
と
は
様
変
わ
り
し
た
生
徒
の

自
信
に
満
ち
溢
れ
た
姿
だ
っ
た
。

　「
最
終
発
表
会
で
は
、『
自
分
た
ち
は
こ

う
考
え
て
い
ま
す
』
と
、
自
分
の
言
葉
で

伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
成
長
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
答
え
ら
れ
な
い
質
問
を
さ

れ
て
も
、
無
理
に
答
え
よ
う
と
せ
ず
、『
そ

れ
は
調
べ
て
い
ま
せ
ん
』
と
、
は
っ
き
り

と
事
実
を
伝
え
て
い
ま
し
た
」

　
桜
井
先
生
も
、
探
究
学
習
を
通
じ
て
、

同
校
が
生
徒
に
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い

る
総
合
力
が
伸
び
た
と
語
る
。

　「
最
終
発
表
会
終
了
後
の
振
り
返
り
で
、

『
こ
う
す
れ
ば
も
っ
と
上
手
に
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
』
と
振
り
返
る
生

徒
が
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
教
科
に
も
今
回

の
学
び
を
生
か
し
た
い
と
振
り
返
り
に
書

い
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ

が
気
づ
き
を
得
て
い
た
こ
と
は
、
大
き
な

成
果
で
し
た
」

　
進
路
学
習
指
導
部
の
富
岡
由
起
子
先
生

は
、
１
つ
の
テ
ー
マ
の
探
究
に
取
り
組
む

こ
と
の
よ
さ
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　「
探
究
学
習
で
は
、
三
者
が
丁
寧
に
か

か
わ
る
こ
と
で
、
生
徒
は
粘
り
強
く
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
、
学

年
全
体
の
総
合
力
を
底
上
げ
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
探
究
学
習
の
評
価
の

方
法
の
検
討
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
だ
と
小
林

先
生
は
語
る
。

　「
事
前
・
事
後
の
評
価
や
、
自
己
評
価
、

他
者
評
価
と
い
っ
た
、
評
価
の
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

臨
時
休
業
中
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
を

行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
進
み
ま
し
た
。

探
究
学
習
で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
他

校
と
の
交
流
な
ど
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

専門家に話を聞き、
考えを広げる重要性を実感
3 年生	 遠藤千

ち

尋
ひろ

（右）　

	 	 小林美織（左）

探究テーマ：「どうすれば平和への意識を高められる？」
概要：平和への意識を高める上で、最も影
響力を持つのは教育だと考え、平和教育に
注目した。専門家に取材を行い、資料を送っ
てもらうなどして、沖縄の平和教育につい
て調べた。
遠藤さん　最初はインターネットで情報収
集をしていたのですが、中間発表で「信憑性に欠ける」と言われ、
グループのメンバーと相談をし、思い切って沖縄県立総合教育
センターに電話をして、お話を伺うことにしました。その経験
から、多様な視点から調べて課題を深める必要性を学びました。
今後、進路先を検討する際も、書籍などを読み、考えを深めて
いきたいです。
小林さん　最初は、調べるのが「大変そう」と思い、探究学習
には乗り気ではありませんでした。実際、グループのメンバー
と対話しながらテーマを設定をするのも大変でした。しかし、
中間発表でのフィードバックや、専門家の方との交流を通じて
学びが広がり、課題を深めることができ、自信になりました。

得意分野を生かして
課題にアプローチ
３年生	 松本佳奈（右）　
	 	 本

ほ ん

領
りょう

里緒（左）

探究テーマ：「戦争の語り部の減少問題を受けて、戦争非体験
者の私たちにできることは何か？」
概要：沖縄の修学旅行で、戦争体験者か
ら話を聞き、戦争の語り部が減少してい
ることを知った。語り継ぐ方法の１つの
手段として、「絵本」を制作することを
提案した。
松本さん　私は、自分の考えを他者に伝
えるのが苦手でしたが、絵を描くことが得意な私は挿絵を、文
章を書くのが得意な本領さんは物語を担当し、２人の得意分野
を生かして、戦争の悲惨さを伝える絵本を制作しました。最終
発表会後には、「絵本を活用しよう」と協力してくれる方も現れ、
自分の行動次第で、社会課題に取り組むことができることを実
感できました。
本領さん　発表ポスターの作成時、どうすればうまく伝わるの
か、グラフの見せ方などに悩みました。複数の先生に質問した
ところ、多様なアドバイスをいただき、他者に聞くことで視野
が広がり、成果も出やすいと感じました。また、自分の考えを
まとめて文章で発表するという一連の流れを通して、文章の力
を感じ、卒業後は文学部に進みたいと考えています。

私の 探 究 学 習
探
究
学
習
が
学
年
全
体
の

総
合
力
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る

成
果
と
展
望

第１部　探究学習を始める ─「総合的な探究の時間」での実践に向けて
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